
． はじめに

地域は，そこに住み暮らしている地域住民

や地域に関わる人々（以下「地域住民等」と

いう。）で構成されている。また， ・

ボランティア団体，小学校，中学校，高等学

校等の教育機関，公民館，図書館，博物館等

の社会教育機関，社会教育団体等の地域にお

ける各種機関，大学等の高等教育機関，企業，

行政機関など様々な主体によっても構成され

ている。地域づくりとは，地域住民等がその

他の様々な主体とともに社会の形成に主体的

に参画し，互いに支えあい，協力し合うとい

う互恵の精神に基づき，パートナーシップを

形成して地域の課題を解決する活動である。

それはまた，社会の問題を自分自身の問題と

して考える新しい「公共」の観点に立って，

「自らの地域は自らつくる」という意識を

持って行う主体的な活動でもある（文部科学

省 ）。

これは， 年 月，全国の地域づくりを

推進するために文部科学省内に設けられた地

域づくり支援アドバイザー会議の「地域を活

性化し，地域づくりを推進するために 人づ

くりを中心として 」という提言の冒頭の言

葉である。近年，中核的な学術機関として

「研究」と「教育」の つの機能を備えてき

た大学が，生涯学習社会化に目を向け，“大

学開放”に代表されるような「社会貢献」を

大学の第 の機能として位置付ける傾向が強

まっている。大学開放の具体的な例としては，

公開講座， 開放授業， 科目等履修生，

夜間部・昼夜開講制， 社会人特別選抜制

度， 通信教育課程， インターネット大

学・大学院等が挙げられる（廣渡 ）。

大学内では，これらの具体的な取り組みを

どのように実施するかということに重点が置

かれている感が強い。しかしながら，このよ

うな考え方は，大学側からの見方である。

「大学開放」を大学側からのみで見ていれば，

その対象は生涯学習を通して個人的な自己実

現をめざす受講者として捉えられる傾向が強

くなってしまい，その評価も受講人数や受講

料収入という数値的な基準に傾斜しやすい。

般的にも，生涯学習はいまだ個人的なもの

という印象が強いが，個人的な自己実現のた
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めだけでなく，先述した地域づくりの団体や

組織等の主体とともに地域住民等が豊かな社

会の形成に主体的に参画し，実践と学習を繰

り返すプロセスも広い意味での生涯学習とし

て位置づけ，社会の中の個人を視野にいれる

必要があると本研究では考えている。

田中は， 年の著書『大学拡張運動の歴

史的研究』において，「開かれた大学」につ

いて，「誰に対して開くのか，本当の意味で

の開かれた大学とは 体どういうことなの

か」と問いかけている。そして，「日本国民

のひとりひとりが自然と社会と人間について

の確かな科学的認識を獲得し，その認識を，

生産労働を軸とする社会的諸実践に意識的に

適用することを通じて，自らの物質的精神的

生活を向上させ，あるいは科学的世界観を獲

得して歴史と社会の民主的発展をたたかい

とっていく，ひとことで表現すれば，日本国

民が『民衆的科学的教養』を我が物にすると

いうすじ道を通ることによって，生活と文化

と政治の主体への自己を形成していく，その

ような国民の自己形成，主体形成の課題に向

かって『開かれた大学』という意味であるべ

きだ」と述べている。つまり， 年代の議

論では，大学で学んだ知識を自分のものにす

るだけでなく，地域づくりを担う主体となっ

て学習を社会へ還元する含意が込められてい

たのである。

いわゆる大学紛争期に主張された「開かれ

た大学」，中教審や臨教審等で取り上げられ

た生涯教育・生涯学習あるいは「生涯学習体

系への移行」などの理念を経て，従来の消極

的な捉え方から徐々に大学開放が大学機能の

いわば第 の機能へと認識されるようになっ

てきた。しかしながら，我が国においては，

これまで，大学の基本的な機能である「研

究」と「教育」に比べて，「大学開放」は大

学にとって余剰的な活動であり，制度全体か

らも周縁的な位置づけしか与えられなかった。

昨今になってようやく，第 の機能が少しず

つ定着し，先述した大学開放の具体的な取組

がこぞって実施される中で，田中（ ）が発

した「開かれた大学とはなにか」という問い

は決して色褪せたものではなく，現在の大学

開放の本質に迫る視点なのではないかと考え

られる。

以上のような問題意識から，本研究は，少

子高齢化が進む山口県山口市に所在する地方

総合大学の国立大学法人山口大学の開放授業

の事例を通して，地域づくりの主体となる地

域住民等の像を浮かび上がらせ，「開かれた

大学」に関する示唆を得ることを目的として

いる。

． 山口大学の開放授業

開放授業の概要

山口大学では， 年から，地域住民（学

生を含む）に対しても学習の場と機会を提供

するために公開講座を開講している。 年

には，山口大学がもつ人的，知的資源の有効

な活用により，地域社会との多様な連携を推

進し，地域の教育・文化の推進を支援する機

関としてエクステンションセンターが設立さ

れた。

年度からは，新しい大学の社会貢献活

動の つとして，学内で正規学生に対して開

講されている授業を 般市民にも開放する

「開放授業」を開始した。開放授業の開始に

は以下のような背景がある。いわゆる団塊の

世代が 才の定年を迎えようとしている昨今，

若年人口の減少とは対照的に，時間的に余裕

ができ，人生をみつめ直したり，改めて学び

たいと希望する人口の増加が見込まれ，生涯

学習の需要はますます増大するであろう。ま

た質的にもカルチャーセンターの学習講座に

は飽きたらず，よりハイレベルでアカデミッ

クな内容が求められることになろう，という

ニーズの変化である。

開放授業は，地域社会における生涯学習の
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端を担うとともに，地域社会の知的啓発に

資することを目的とするものであり，公開講

座と目的を にするもので，目的実現のため

の実施形態が異なる。期待される主な効果は

以下の 点である。

）期待される大学の開放の社会的な要望に

応える。

）内容的にも時間的にも， 般市民に対し

てより多くの生涯学習の選択肢を与える。

）少人数ではあるが異世代の人たちを受け

入れることにより，教室に緊張感が生じる

とともに，世代間交流も期待できる。

）受講料を徴収することにより，ささやか

ではあるが大学の自主財源の確保にも寄与

する。

また，科目等履修生とは異なり，受講料は

単位に相当する科目につき 円で単位

認定は行わない。この額はを公開講座受講料

に準じて計算した額である。受講料決定にあ

たっては，開放授業を先行して実施している

他大学における受講料の 円 円

程度も参考にした。開放授業，公開講座，科

目等履修生の違いは，表 に示すとおりであ

る。

開放授業の受講者は，学内売店，食堂の利

用は自由である。図書館も申請により利用可

能である。駐車場については利用可能であり，

公開講座の受講者に対して事前に臨時駐車許

可証を送付しているように同様の対応をとる

こととした。

「開放授業」という新しい制度の導入につ

いての検討過程は以下のとおりである。まず，

エクステンションセンターおよびエクステン

ション委員会で 年 月以降，その検討を

進め， 月までの検討結果を「中間まとめ」

としてまとめ，同月開催の幹事会において説

明を行い， 年 月からの実施に向けての

了承が得られた。この結果は 月初めの部局

長会議においても報告された。

検討過程において懸念されたことは，正規

授業を開放することで学生の学習の妨げにな

らないかということであった。それに関して

は，募集パンフレットにも明記し，内部用に

実施要項を作成し，エクステンションセン

タースタッフ間で共通認識をもつよう心掛け

た（詳細は の 参照）。

また，公開講座との差別化，山口大学本部

のある山口市は人口が約 万人という小規模

都市では公開講座の受講者が開放授業に移行

していくのではないかという懸念もあった。

さらに，教員の負担はいかほどのものか，

教員への評価・手当 受講料の額などが協議

された。初年度においては，授業担当教員に

は受講生に対する資料準備費等の必要経費

（受講生 人あたり 円）を措置し， 円

以上の経費が必要な場合は，「実費」として

その差額を受講生に負担してもらうことと

なった。
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表 山口大学で実施している大学開放

開放授業 公開講座 科目等履修生

受 講 資 格 授業科目ごとに定めている 講座ごとに定めている 学部入学資格を準用

単 位 認 定 無 無 有

受 講 料

単位に相当する
科目につき

円

時間まで 円
時間を超える 時間
ごとに 円追加
（シニア割引有り）

単位に相当する
授業につき

円

入 学 料
無 無

円

検 定 料 円



開放授業実施のプロセス

年度から開放授業のモデル的な取り組

みをしている信州大学のように全ての正規授

業を 般市民に開放している場合もあるが，

山口大学では，試行的に始めた初年度は全教

員に周知をして開講希望の意向を打診した。

その結果， つの部局から 講座， 人の教

員からの申し込みがあった。 年度に開放

した授業科目 覧は表 に示すとおりである。

なお，開放する授業については以下の基準を

設けた。

）開放の対象とする授業は共通教育，学部

専門教育のみならず大学院の授業も対象と

する。ただし，実験，実習などを主とした

授業や情報処理関連の演習， 関連

の授業，高校レベルの補習授業である数学

入門，物理学入門等は開放の対象としない。

）開放する授業はその担当教員から開放の

ふさわしくない言動等があった場合，受講

を停止することができる。故意又は過失に

より本法人の施設，設備等を破損，滅失又

は汚損したときは，速やかに届け出るとと

もに，これを原状に回復し，又はその損害

を賠償しなければならない。

）授業の内容によっては傷害保険への加入

を要請する（公開講座と同様）。

）単位の認定は行わないが，全授業回数の

以上の出席があった者に修了証書を発

行する。修了証書はエクステンションセン

ター長名とする（公開講座と同様）。

受講期間中の受講者からの問い合わせ等に

は開講学部の学務係も応じる場合も想定され

るが，開放授業科目の調査，受講者募集の広

報，受講申し込みの受付，修了証書の発行事

務等はエクステンションセンターが行う。業

務の流れは図 に示すとおりである。
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図 開放授業の業務の流れ

申し出があったものに限る。

）開放する授業科目の決定は

担当教員からの申し出による

だけでなく，開設学部等の了

解も得るものとする。

） クラスへの受入数は若干

名とし， 名を超えないもの

とする。具体的な上限は担当

教員の判断により授業科目ご

とに定めることとする。受講

資格も授業科目ごとに定める。

開放授業科目を受講すること

のできる者は，高等学校卒業

程度以上の学力を有する者と

する。ただし，大学院の開放

授業科目にあっては，大学卒

業程度以上の学力を有する者

とする。

）開放授業の受講生が正規学

生の受講の妨げにならないよ

うに配慮する。山口大学の秩

序を乱し，又は受講生として
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表 年度 開放授業 講義 覧

開講期 授業科目 定員 担当講師 講義概要

前期

日本の方言 共通教育科目
添 田 建治郎
（人文学部）

方言とは何でしょうか、その概念規定をいたします。方
言の意義・方言を研究することの意義、方言形成の要因、
日本の東西方言の違い、方言分布の解釈、日本各地の方
言などについて述べます。

生命倫理学 共通教育科目
谷 田 憲 俊
（医学部）

生命倫理領域のトピックスを扱います。

国文学概論 学部専門科目
吉 村 誠
（教育学部）

古事記神話を中心にその考え方や読み方を講義します。

国語科教育法 学部専門科目
藤 原 マリ子
（教育学部）

明治以来の中等国語科教育の歴史を概観しつつ、今日の
国語科教育が抱える課題を教育制度・教科書・教育理論
等から検討してゆきます。

日本財政論 学部専門科目
仲 間 瑞 樹
（経済学部）

日本の歳出入構造が抱える問題点、財政赤字問題、日本
の税制改革の現状と今後の展望、政治と財政に関するト
ピックを、毎回配布する講義ノート、資料、パワーポイ
ントを利用しつつ説明します。

国際協力論 学部専門科目
今 津 武
（経済学部）

グローバル化が進む中で、私たちの生活が世界中の人々
とより緊密につながり、便利に豊かになってきました。
方で、世界人口の約 は開発途上国に住み、 億人

以上の人達が 日 ＄以下で生活しています。この貧困
をはじめ、 ／ などの感染症、環境汚染と
いった地球規模の課題（ ）が、私たちの生活
を脅かしています。こうした問題に世界の国々はどの様
に立ち向かっているのか、豊かな先進諸国と貧しい途上
国の関係はどうなっているのか、日本の国際社会に対す
るメッセージとしての政府開発援助（ ）とは、こう
したテーマを皆さんと 緒に考えてゆきたいと思ってい
ます。

基礎園芸学 学部専門科目
執 行 正 義
（農学部）

園芸とは、農業における 分野で、園芸作物、すなわち、
果樹、野菜、観賞植物の生産・改良・利用に関すること
を扱うことです。農業総生産額における園芸作物の割合
は毎年 を超え、コメ、畜産とともに日本農業の大き
な柱の つになっています。また、最近の園芸ブームや
健康志向により、園芸作物に対する関心はこれまでにな
い高まりをみせています。しかし、 つの園芸植物を商
品として市場に供給するためには、多種多様な試験・研
究が必要です。したがって、園芸学は基礎から応用まで、
幅の広い研究分野を包括する学問として成り立っていま
す。本講義では、園芸学的研究の中身を実例とともに少
し眺めてみることにします。

後期

比較宗教学 学部専門科目
岡 村 康 夫
（教育学部）

イスラームと仏教との比較を通して「宗教とは何か」を
考えます。現代世界を理解する鍵となる「宗教」の問題を、
イスラームおよび仏教の基本的な歴史的・教理的知識を
まとめつつ、「信仰」の問題に 歩踏み込んだ講義をしま
す。テキストは、イスラームおよび仏教についての入門
書を使います。

公共政策論 学部専門科目
仲 間 瑞 樹
（経済学部）

なぜ政府は税金をとるのか？なぜ政府は企業の独占に厳
しく対処するのか？なぜ政府は少子化対策をするのか？
なぜ政府は環境保護対策をするのか？なぜ政府は景気を
コントロールしようとするのか？主として上記の内容を
毎回配布する講義ノート、資料、パワーポイントで説明
します。

経済政策総論 学部専門科目
塚 田 広 人
（経済学部）

今、日本と世界の経済、社会は大きく変わりつつあります。
（たとえば、 年前後の冷戦体制の終了、 年代以
降の世界の急速なボーダーレス化など。） この変化の過
程で、政府の行う経済政策が大きな役割を果たしていま
す。（たとえば政府の財政赤字の拡大傾向、公共事業への
批判、郵政事業民営化、国立大学の法人化など。） これ
らの問題を考えるための基礎作りとして、この講義では
現代経済の基礎である市場経済のしくみとその問題点を
考えます。これによって、政府に求められている政策と
は何かの骨格が見えてくるでしょう。 テキストは、塚田
広人『社会システムとしての市場経済』成文堂、 年、
を使います。

簿記 学部専門科目
山 下 訓
（経済学部）

日商 級程度の、企業会計の基礎及び簿記を講義します。
受講には、日商 級程度の知識習得を前提としています。

ミュージアムの
現在と未来

共通教育科目
長 畑 実
（大学教育機構）

来館者数の減少、国立博物館の独立行政法人化、職員・
予算の削減、閉館など厳しい状況に置かれているわが国
のミュージアムの現状を分析し、未来を考察します。

野菜・花卉園芸
学

学部専門科目
執 行 正 義
（農学部）

野菜はビタミン、植物繊維、無機物等の供給源として我々
の食生活に欠かすことができません。また、物の豊かさ
よりも心の豊かさが強く求められる現代社会において、
ゆとりと安らぎを与える花は日常生活に欠かすことがで
きないものとなってきています。本講義では、このよう
に重要な つの園芸分野（野菜園芸および花卉園芸）を
網羅するかたちで、基礎から応用まで幅広く諸事項を解
説していきます。
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受講者の特徴と受講理由

新しい制度である開放授業を開放するにあ

たって問い合わせの多くは，「開放授業とは

何なのか？」「公開講座や科目等履修生とは

どう違うのか？」というものであった。また，

授業の具体的な内容に関する質問や「回数が

何回で，いつまであるのか」「受講資格につ

いて，自分が受けても大丈夫だろうか？」な

どの問い合わせや相談もあった。「開かれた

大学」と銘打っても，大学の敷居は高いと考

えている人々や大学の門戸を叩くのに躊躇す

る人々もまだまだ多く，エクステンションセ

ンターのスタッフによる何気ない相談窓口は

重要な機能を果たしている。定員枠が少ない

ため，後期は特に受付が殺到し，先着順で断

らなければならない状況も生じた。

受講者は合計で定員 名のところ 名で

充足率は であった。図 に示すとおり，

平均年齢は男性 歳，女性 歳であり，

歳代， 歳代が最も多かった。なお，公開

講座受講経験者が，今回，開放授業への申し

込みをしている状況はみられたが，公開講座

への受講申し込みについては，充足率 ％

と昨年（ ）を上回り，公開講座の受講

者が開放授業に流れるという当初の懸念は払

拭されたといえる。

エクステンションセンターでは，受講者へ

のアンケートを実施するにあたって，回答を

選択する形式ではなく，自由記述という形式

をとった（匿名可）。数値的なデータを入手

するために，細かい質問項目に設定する方法

もあるが，極力，受講者の本音を聞きたいと

考え，自由記述形式とした。

受講理由は，「若い頃に大学進学を断念せ

ざるをえなかった」「興味関心を深めるため」

「仕事や趣味に役立てるため」など様々で

あった。以下が受講者の受講理由である。

・当時，貧しくて大学へ行けなかった時の悲

しさは今でも思い出されます

・ 年前に大学に行きたかったのですが，引

き揚げ者の両親の元では大変なことで諦め

ました。今この年齢になって，まさか思い

を寄せた大学へ勉強が出来るチャンスをい

ただけると思ってもいなく，すぐに希望し

ました。

・受講の理由は，今まで最も判らない分野

だったから少しでも知りたいと思ったのが

理由です。

・介護に疲れはてていた私に子供が作ってく

れた時間でした。

図 受講者の年齢構成（男女別）



・今科学技術の進歩にともない，その知識と

多用な価値観などにおいて，多くのヒュー

マンギャップが生じているように思います。

時代に即した事象の捉え方と本当の意味で

の学問を知りたいと思い受講いたしました。

・常日頃からとても関心を持っていたことで

すが，知らないことが多く受講したいと思

いました。

・日夜趣味に没頭していますが，ふと趣味を

深めてみたいと思いまして。

・殺伐とした事件が多発している現代，生命

の大切さを自分なりに見直そうと思い，受

講をしました。

・貧富の差，企業収益の格差，今の日本経済

は？ 誰のための政治なのか，日本はおか

しい，人を考えない社会なのか，と考えさ

せられることが多い。その中で，あきらめ

ではなく，自分が少しでも経済学を学び，

経営上，また日本国民として政府に何を求

め，個人としてどう考えていくのか等を勉

強したく受講しました。

信州大学が実施した 年度の開放授業の

アンケート調査と照らし合わせてみると（表

），回答 や回答 のような「知識や技能

を身につけるため」という受講理由は山口大

学でも共通していた。授業科目数が限定され

ているので，回答 の「現在の仕事に役立て

るため」は少数意見であったが，回答 や回

答 のように「大学の雰囲気を味わう」とい

う点では共通していた。

ただし， 人 人の意見を聞いていると，

単なる知識・技能の習得や好奇心だけではな

く，日本社会全体の行方や，自分自身が社会

にどう関わって生きていくのかという社会と

個人について問題意識をもっていることがわ

かる。高度経済成長期以降に誕生した世代で

は「日本国民として」という意識は低い傾向

にあるが，戦後の復興を経験した世代におい

ては，現代社会や将来の国家を憂えての姿勢

をもっていることが窺える。受講者の期待の

大きさや問題意識の高さ，そして，様々な外

部要因等で長い間実現できなかった学習の

チャンスをようやく掴んだという想いの大き

さを感じることができる

開放授業の意義

開放授業の特徴は，学生と同じ教室で同じ

講義内容を 数回連続で受け， 時的に学生

になることである。受講者の大半が 般市民

であったり，開講時間が休暇時期や放課後に

開催され， 回もしくは数回限りで終わる公

開講座とは実施形態異なる。受講者からもそ

の興奮状態が伝わってくるような声が寄せら

少子・高齢化社会と生涯学習に関する研究

表 信州大学市民開放授業のアンケート「受講理由」

質問「どのような理由で市民開放授業を受講することにしましたか？」

（複数回答）

回答 般教養・基礎的な知識を身につけたかった ％

回答 専門的な知識・技能を身につけたかった ％

回答 現在の仕事に役立たせたかった ％

回答 時間的な余裕があった ％

回答 経費の負担が少なかった ％

回答 現在の学生と同じ立場で大学の授業に参加したかった ％

回答 現在の学生が，どのように勉強しているか， 緒に受講して雰囲気を知りたかった ％

回答 その他 ％

出所）信州大学「平成 年度前期「市民開放授業」受講生アンケート調査結果の報告」より

（ ）



れている。

・自分が大学に進学できなかった分，子供

には大学を進めました。どんな雰囲気で勉

強していくのか，いろいろ経験させたかっ

たのです。実際にこの年齢になって大学で

授業を受けられるとは夢夢考えにも及ばず，

ありがたく感謝で 杯です。

・戦後の落ち着かない時に大学生活を送りま

したので，特に思い入れ深いものがありま

す。

・初回から最終講義までとても勉強になりま

した。毎日のニュースをテレビや新聞で見

たり聞いたりしていましたが，あまりにも

知らないままにいたことがわかりました。

とても私には判りやすかったと思います。

・大変おもしろく，生き甲斐でもあります。

・高校卒業してよりも，今の方がずっと楽し

く授業を夢中で受けられた気がします。

・先生が紹介してくださる本，次々と読みあ

さりました。本を読む楽しさを思い出させ

ていただきました。

＜講義内容＞

大学が生涯学習に関わっていく以上，カル

チャーセンターとは違う機能を持つべきであ

るが，昨今，大学開放事業が各大学でこぞっ

て進められていくにつれて，その違いが明確

に理解されていないという指摘がある。大学

の講座は，カルチャーセンター的な講座では

なくハイレベルでアカデミックな専門性が求

められており，この要求は，特に公開講座に

対するよりも開放授業に対して高いようであ

る。

・日頃，チラホラと聞く話を系統的に聞けて，

見聞が広まったという感じです。これが大

学の専門性というのでしょう。とても面白

い楽しい授業でした。

・大学は単に知識を切り売りする場ではなく，

“研究”をしてその成果を“教える”場で

はないでしょうか。

＜学生と共に授業を受けること＞

正規の授業はあくまでも学生のために開講

されている授業であるため，それを開放する

にあたって懸念されたことは，学生の妨害に

ならないかということであった。コメントに

よると， 般の受講者の方が過剰に気を使っ

ている点もみられたが，参与観察からは学生

が迷惑しているような様子はなかった。むし

ろ，開放授業の最終講義で 般の受講者へ修

了証書授与する場面では， 緒に講義を受け

た正規学生が拍手で受講者の努力を拍手で讃

えていた様子がうかがえた。

般の受講者にとっては，現役の学生とと

もに座って講義を受けることは大変新鮮で刺

激であったようである。孫や近所の若者と接

する機会があったとしても， 緒に勉強する

場に居合わせることは少ないので，授業の場

で接することによって，「どうなる若者？」

とイメージされていた悪印象が払拭されたよ

うである。

・学生に混じって 般の者がいることは，先

生にとってやりにくいことでしょう

が・・・楽しかったです。ありがとうござ

いました。

・若者の授業の妨げにならぬようしますので

先生の授業，ずっとシニアのためにも続け

てください。

・山口大学の学生さんと 緒に机を並べて同

じ授業が受けられるということが嬉しいと

思いました。

・大学卒業後 年以上になります。現役の大

学生と 緒に授業を受けるのは新鮮な感覚

です。

・学生さんはまじめで挨拶も出来る子が多い

のに嬉しくなりました。まだまだ日本は捨

てたものではなかったとホッとしています。
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＜担当教員＞

開放授業は通常の講義を開放するわけだが，

実際には通常通りというわけにはいかない。

下記のコメントにもあるように，講義の内容

を少しかみ砕いたりする準備や工夫，気を

遣ったりという見えない配慮等が当然生じて

くる。これまでみてきたように，問題意識が

高く熱意をもった受講者が出席するのだから，

授業を担当した教員からは，通常よりも緊張

感をもって授業に臨んだという声も聞かれた。

その他にも，「学生と同様授業を社会人に

開放することによる問題点はなかった。出席

票による意見においても否定的なコメントは

全くなかった。開放授業者は前方に席を取る

方が多く，こうした態度が学生により影響を

与える可能性があるのではないか。」という

報告もされている。

・毎週ワクワクして通うことができました。

中学，高校の授業形態と違い，先生の人柄

溢れる授業で，学生との対話形式（出席票

をもとに内容を・・・）がとられ，生きた

授業だったと思います。

・出席票による質問，疑問，余談にも，先生

が丁寧に調査検討してくださり，次の週に

はその結果が報告してもらえました。私た

ちシニアが生き甲斐を感じられる授業を受

けるチャンスをつくってくださったことに

感謝すると共にずっと続けてほしいし，先

生の大変さにも心より感謝致します。あり

がとうございました。

開放授業の成果と課題

＜成果と可能性＞

大学の運営面からみると，公開講座と開放

授業は生涯学習部門においての大学の収益事

業である。開放授業は，その収益金が，担当

教員への手当等を引けば，残りは大学の収益

金として還元されるため，国立大学法人とし

ては社会貢献事業の柱となるだろう。

方，収益的な効果だけでなく，見えない

波及効果も広がりつつある。自分だけの自己

満足に終わるのではなく，受講者が周囲へ開

放授業で学んだことを話して聞かせたり，周

りの人々から「なんか変わったね」と変化を

指摘されたりと，周囲へもなんらかの副次的

な波及をもたらせていることがわかる。 科

目の開放授業の受講によって，日本国民とし

て何かできることが見つかったり，専門技術

を習得できるわけではないが，日常生活を躍

動的にするきっかけになっていると見受けら

れる。社会に貢献するために敢えて行動を起

こさなくても，人が生きていく上では周囲の

社会には必ず影響を与えているため，ひとり

の受講者が，以前よりも，いきいきと生活を

過ごせるようになれば，良い意味での影響力

がもたらされているに違いない。本論の導入

部で触れたように「誰のための大学開放か」

という問いかけを考えると，大学のための大

学開放ではなく， 般市民のためであり，そ

の人たちがいきいきと社会で暮らしていくこ

とで，巡り巡って大学にもメリットが戻って

くるという長期的な視野が重要であろう。

・開放授業のことを知人や子供達にも話して

伝えました。このような体験をもっとたく

さんの方にしていただきたいと思います。

・講義で日常生活の中では使用しないことを

覚え，持ち帰った我が家で，話の種となり

知識が増えることで，どんなにか人生が豊

かになるか。ありがたく思います。

・学ぶことは，人生を，心を豊かにすること

につながり，嬉しいことです。

・いきいきした自分の人生を見直すことがで

きました。周囲の方々からも，張り切って

いると言われます。

＜課題＞

年度の開放授業は山口大学にとって初

年度の取組であったが，いくつかの課題も残

少子・高齢化社会と生涯学習に関する研究



されている。

山口大学では数字的な把握は行っていない

が，信州大学の 年度の教員へのアンケー

トの結果では，開放授業を行うことに対する

負担として，「多少負担に感じた」という割

合が であった。これは信州大学のみの現

象ではなく，山口大学にも該当する。

担当教員への負担を「社会貢献」の名目の

もと放置するわけにはいかず，教員への処遇

が問われている。山口大学では， 年度の

実施にあたっては，教員には謝金も手当もな

く，受講者 人あたり 円の資料準備費の

みが支給されるだけであった。開放授業は，

正規学生や 般市民問わず，授業全体の質の

向上につながるが，このままボランティア的

に実施するのには限界がくるであろう 。よ

りよい環境で開放授業を実施するためには，

般市民の受講者へのアンケートだけではな

く，担当教員の声にも耳を傾ける必要がある。

そして，実施環境がよくなれば担当教員の意

見等を参考に，「開放してみようか，どうし

ようか」と決めかねている教員が，教員側の

状況が分かり，「自分も開放してみようか」

と考えるきっかけを作られるかもしれない。

さらに，開放科目が増えれば，受講者にとっ

て選択肢が増え，学習機会の場が増えること

につながる。

次に，正規学生への配慮である。今回は，

学生の様子を把握するにあたって参与観察や

若干のインタビューのみに限られたが，今後

は学生の声もさらに吸収しながら， 般市民，

学生，教員のニーズが合致し，関わる人々が

全て何らかのメリットを得られるような仕組

み作りが必要である。

最後に，事務体制の充実である。緊急時等

の連絡体制も生じてくる。天気の悪化や教員

の病気等の急な休講が生じた場合の連絡体制

である。正規学生の場合は，学内掲示板，

ネットで確認する，午前 時と 時での天気

予報を基準にする等の対応がとられているが，

般市民の中にはネットで確認する習慣のな

い方も多い状況ため，電話連絡が最も迅速な

手段になろう。また，多くの 般市民が大学

の敷居の高さ感じている現状で，大学を学ぶ

場として 般市民に開放するにあたっては，

まず定着した大学への堅いイメージを払拭し

なければならない。その取っ掛かりが開放授

業や公開講座に該当するが，受講に至るまで

の様々な不安や疑問点をもつ人々も少なくは

なく，特に高齢者は，パンフレットによる説

明よりも，コミュニケーションによって理解

をする傾向が強いので，「相談 受講」とい

うパターンがとられる場合が多い。現時点で

もできる限り親身な対応をとっているが，よ

り充実したサービスの提供を検討する必要が

あるだろう。

開放授業だけに限らず，公開講座において

も，生涯学習に意欲的な 般市民は，自分の

考え，今まで培ったものを，言語化したい，

体系化したいという思いをもち，次のステー

ジへの欲求が高まっているのも事実である。

このようなニーズにどのように対応していく

のか，公開講座の実施側を手伝いをする，研

究会を開催する，正規学生になるという選択

肢などの様々なオプションも考慮すべき課題

である。

おわりに

「研究」と「教育」の つの機能を備えて

きた大学は，「開かれた大学」に代表される

ような「社会貢献」を第 の機能として位置

付けるようになった。これはすでに世界の共

通の動向になっており，大学開放の歴史は短

くはないものの，国立大学法人において実際

に動き出したのはここ数年である。我が国で

は，第 の機能が定着したとは言い難く，制

度的にも周縁的な位置付けしか与えられてい

ないことが多い。

山口大学では，この第 の機能を担う機関
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として，大学教育機構の中にエクステンショ

ンセンターが設置されている。エクステン

ションセンターは，公開講座，開放授業，出

前講義を 本柱に，大学開放・生涯学習の取

組を行っているが，「生涯学習センター」「大

学開放センター」という名称ではない理由は，

その目指すところが，生涯学習プログラムの

実施という範囲ではとどまらないからである。

長畑・栗原（ ）が，大学開放を「大学の知

的文化的資源の社会的開放に係る“活動総

体”」と概念づけているように，エクステン

ション（ ）が英語で「広がる」「拡

張」を意味するとおり，活動自体に注視する

のではなく，何のためにそれを行うのかとい

う問題意識をもち，それがどう社会へ波及し

ていくのかという点をも視野に入れている。

そして，その手段は他大学との競争や他大学

の模倣ではなく，大学の本質と地域性を融合

させたところで生じる方法論を選択していく

姿勢をもつべきだ。

山口大学の理念は，「発見し，はぐくみ，

かたちにする知の広場」である。つまり，

キャンパスという「場」において，いろんな

人が出逢い，そこで創造的な営みが生まれ展

開することを意味している。新たな交友関係，

仲間作りの場として，公開講座や開放授業の

場を利用する受講者もいる。山口大学の開放

授業はまだ始まったばかりであり，開放授業

は，ほんの小さな事業ではあるが，その

「場」を作り上げる第 歩として捉えられる。

今後も実践と研究を継続し，大学開放が地域

社会の 助となるあり方を模索していく必要

がある。

（エクステンションセンター 助教授）

（エクステンションセンター／

学務部学務課 職員）

少子・高齢化社会と生涯学習に関する研究

＜付記＞

本研究は，開放授業に受講していただいた受講者

及び協力いただいた教育職員や職員のご意見で成り

立っています。紙面の制約のため，お 人ずつお名

前をあげることはできませんが，この場を借りてお

礼を申し上げます。また，開放授業の設置において

は， 代目エクステンションセンター長（

年度）である小宮克弘教授のご尽力が大きかっ

たことを付記させていただきます。
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＜注＞

開放授業を担当する教員へは， 年度は，開

放授業について，講師謝金（手当）を支給してい

ないが， 年度からは，「社会貢献奨励研究

費」を支給する方向で協議を行っている。


